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Sagesse

初
代
学
長 

恒
藤
恭
っ
て
ど
ん
な
人
？

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
／
特
任
教
授
　
　

　  

広
川
　
禎
秀

　

恒
藤
恭
（
一
八
八
八
ー
一
九
六
七
）
は
、
大
阪

市
立
大
学
の
初
代
学
長
と
し
て
、
ま
た
卓
越
し
た

法
学
者
と
し
て
著
名
で
す
が
、
近
年
、
芥
川
龍
之

介
と
の
交
流
、
戦
時
下
の
平
和
主
義
思
想
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
者
と
し
て
の
恒
藤
は
、
日
本
の
法
哲
学
の
確

立
者
の
一
人
と
し
て
有
名
で
す
。
法
哲
学
と
は
法

の
原
理
に
関
す
る
学
問
で
す
が
、
恒
藤
の
研
究
は

広
く
国
際
法
や
社
会
思
想
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

　

恒
藤
の
最
大
の
功
績
は
、
戦
前
の
天
皇
制
の
も

と
で
、
日
本
国
憲
法
に
具
現
し
た
戦
後
日
本
の
民

主
主
義
、
平
和
主
義
に
つ
な
が
る
原
理
や
思
想
を

深
く
考
察
し
た
こ
と
で
す
。
戦
後
、
日
本
の
代
表

的
法
学
者
の
一
人
と
目
さ
れ
ま
し
た
が
、
恒
藤
は

時
代
を
先
取
り
し
た
法
学
者
で
あ
り
、
戦
中
・
戦

後
の
傑
出
し
た
知
識
人
の
一
人
で
し
た
。

　

そ
の
い
き
さ
つ
を
た
ど
る
と
、
一
九
三
三
（
昭

和
八
）
年
の
瀧
川
事
件
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

こ
の
年
、
鳩
山
一
郎
文
相
は
京
大
法
学
部
の
瀧

川
幸
辰
教
授
を
そ
の
自
由
主
義
思
想
を
理
由
に

処
分
し
た
た
め
、
学
問
の
自
由
と
大
学
の
自
治

を
擁
護
す
る
法
学
部
教
授
団
と
学
生
の
大
き
な
運

動
が
起
こ
り
ま
し
た
。
恒
藤
は
、
佐
々
木
惣
一

（
一
八
七
八
ー
一
九
六
五
）
と
と
も
に
教
授
団
の

中
心
で
し
た
。
し
か
し
法
学
部
側
が
敗
れ
、
多
く

の
教
官
が
京
大
を
去
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
瀧
川
事
件
は
、
日
本
国
憲
法
第

二
十
三
条
「
学
問
の
自
由
は
、こ
れ
を
保
障
す
る
」

と
い
う
規
定
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
歴

史
的
事
件
の
一
つ
で
す
。

　

本
学
の
前
身
・
大
阪
商
科
大
学
の
河
田
嗣
郎

（
一
八
八
三
ー
一
九
四
二
）
学
長
は
、
京
大
を
辞

め
た
恒
藤
と
末
川
博
（
一
八
九
二
ー
一
九
七
七
）

を
商
科
大
学
に
招
き
ま
し
た
。
軍
国
主
義
が
台
頭

し
て
い
た
当
時
と
し
て
は
勇
気
の
い
る
決
断
で
し

た
。
こ
の
結
果
、
恒
藤
は
戦
後
、
大
阪
商
科
大
学

の
学
長
と
な
り
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年

に
創
立
さ
れ
た
総
合
大
学
・
大
阪
市
立
大
学
の
学

長
と
な
る
の
で
す
。

　

恒
藤
は
、
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
、
松

江
市
に
生
ま
れ
（
旧
姓
井
川
）、
中
学
時
代
か
ら

文
学
の
才
能
を
あ
ら
わ
し
、
約
三
年
の
療
養
生
活

を
経
て
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
に
文
学

を
志
し
て
上
京
し
ま
す
。
恒
藤
の
詩
歌
や
ス
ケ
ッ

チ
が
多
数
残
っ
て
い
ま
す
。

　

恒
藤
は
、
そ
の
年
第
一
高
等
学
校
に
入
学

し
、
ま
も
な
く
寮
で
同
室
と
な
っ
た
芥
川
龍
之
介

（
一
八
九
二
ー
一
九
二
七
）
と
無
二
の
親
友
と
な

り
ま
す
。
恒
藤
は
、
や
が
て
文
学
志
望
か
ら
法
科

志
望
に
転
じ
、
京
都
大
学
に
入
学
し
て
優
れ
た
法

学
者
と
な
り
ま
す
が
、
芥
川
と
の
親
交
は
芥
川
の

自
殺
ま
で
続
き
ま
す
。

　

本
学
に
は
芥
川
の
恒
藤
宛
の
書
簡
が
百
通
余
り

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
芥
川
書
簡
中
、
恒
藤
宛
の

書
簡
は
そ
の
内
容
に
お
い
て
ず
ば
抜
け
て
貴
重
な

書
簡
群
で
す
。
そ
れ
は
、
恒
藤
と
芥
川
と
い
う
大

正
・
昭
和
時
代
の
法
学
界
と
文
学
界
に
お
け
る
二

人
の
知
的
巨
人
の
人
生
、
文
学
、
学
問
な
ど
に
わ

た
る
広
く
、
深
い
知
的
交
流
を
物
語
る
資
料
で
す
。

芥
川
が
失
恋
の
苦
悩
を
伝
え
た
手
紙
も
あ
り
ま
す
。

恒
藤
は
、
芥
川
の
思
想
形
成
に
も
深
く
か
か
わ
っ

た
人
物
で
し
た
。

　

大
阪
市
立
大
学
の
歴
史
の
な
か
で
、
現
在
に
つ

な
が
る
大
学
の
理
念
を
つ
く
っ
た
人
物
が
二
人
い

ま
す
。
一
人
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
の
大

阪
商
科
大
学
創
設
の
中
心
と
な
っ
た
大
阪
市
長
・

関
一
（
一
八
七
三
ー
一
九
三
五
）
で
、
も
う
一
人

が
恒
藤
で
す
。
関
は
、
大
阪
商
科
大
学
は
国
立
大

学
の
「
コ
ッ
ピ
ー
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
言
葉
を
残
し
、
そ
れ
は
今
も
本
学
の
独
立
不
羈

の
精
神
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

恒
藤
は
、
草
創
期
の
本
学
に
不
可
欠
の
存
在
で

し
た
。
恒
藤
は
、
関
の
理
念
も
受
け
つ
ぎ
、
真

理
の
探
究
と
、
平
和
と
民
主
主
義
を
重
ん
じ
る

人
間
の
育
成
と
い
う
大
学
の
使
命
を
実
現
す
る
べ

く
、
市
立
大
学
の
具
体
的
構
想
を
ま
と
め
あ
げ
、

一
九
四
九
年
四
月
、
本
学
の
誕
生
を
み
る
に
至
り

ま
し
た
。
恒
藤
は
一
九
五
七
年
ま
で
学
長
を
務
め

ま
し
た
が
、
本
学
の
組
織
の
骨
格
と
自
由
な
市
民

的
学
風
は
そ
の
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
え
ま
す
。

今
も
本
学
の
な
か
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
恒
藤
の
理

想
主
義
は
生
き
て
い
ま
す
。

Q.
恒
藤
恭
は
ど
ん
な
人
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か

Q.
恒
藤
は
ど
う
し
て
大
阪
市
大
の
学
長

に
な
っ
た
の
で
す
か

Q.
恒
藤
と
芥
川
の
交
流
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
か

Q.
恒
藤
は
大
阪
市
大
の
学
長
と
し
て
ど

ん
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
す
か 大阪市立大学名誉教授/特任

教授（学術情報総合センター）
広川禎秀

恒藤　恭

「京都四条大橋」恒藤恭筆（大正初期）
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Road to OCU

市
大
へ
の
道

先輩からのメッセージ
医学部看護学科 4 回生　坡

は

山
やま

 千
ち

紘
ひろ

　私は高校時代、毎日部活での練習に励み、実際に本格的に受験勉強を始めたのは３年生の夏休み
からでした。本番のセンター試験で大きなミスをしてしまい、合格判定では最低ランクが出てしまっ
たのですが、諦めずに自分の出来る限りの勉強を続けて二次試験に臨むことで合格することが出来
ました。
　大学では、病院実習で様々な科を回りながら沢山の患者さんと関わらせて頂き、毎日実に多くの
ことを学んでいます。それ以外にも、部活やアルバイトなど、充実した大学生活を送っています。
　受験生の皆さん、最後の1秒まで努力を続け頑張り抜いたら、きっと結果は付いてくると思います。
辛くなってしまう時もあると思いますが、そんな時は今まで頑張って来た自分を信じ、最後まで諦
めないで下さい。応援しています！

入試イベント情報
■オープンキャンパス（８月５日（木）・６日（金））※参加費無料、予約不要

　入試概要説明、学部・学科紹介、コース別相談会、先輩からの一言など多彩な内容を用意しています。
　杉本キャンパス（医学部以外の学部）・阿倍野キャンパス（医学部：医学科・看護学科別々に、両
日の内で日を変えて開催）で開催します。この機会に是非ご参加ください。

■進学ガイダンス
　高校生・保護者等を対象とした進学ガイダンス（会場形式）が４月から９月頃まで、大阪市内の
会場を中心として行われます。本学も他大学とともに多数の進学ガイダンスに参加を予定していま
す。その際、本学教員及び入試担当職員が、会場内のブースで個別に面談します。

募集要項の配付について
　学部の一般入試要項及びその他入試要項（推薦入学・編入学等）、大学院入試前期博士（修士課程）
の学生募集要項などを順次配付する予定です。
学生支援課入試担当の窓口で配付するほか、郵送でもご請求いただけます。
詳しくは本学ホームページ（http://www.osaka-cu.ac.jp/）でご確認ください。

入試の過去問題について
　学部のその他入試及び大学院入試の過去問題につきましては、各学部・研究科事務室で閲覧・コ
ピーすることができます。なお、学部・研究科によっては、取扱い方法が異なることがありますので、
事前に各学部・研究科事務室までお問い合わせください。
なお、学部の一般入試の過去問題につきましては、閲覧対応いたしておりません。市販されている
問題集をご利用ください。

資料請求方法について
　すべての募集要項、大学案内の請求ができます。
1. 請求する封筒の表に「平成○○年度○○学部学生募集要項請求」と「赤色」で請求する資料名を

記入し、裏には差出人の郵便番号・住所・氏名・電話番号を記入してください。 
（例 1）一般入試の募集要項を希望される方は、「平成 23 年度募集要項請求」と「赤色」で記入。
（例 2）平成 23 年度生活科学部　推薦入学　学生募集要項を希望される方は、「平成 23 年度生

活科学部　推薦入学　学生募集要項請求」と「赤色」で記入。
2. 返信用封筒（390 円分の返信用切手を貼り、受取人の郵便番号・住所・氏名を明記した角形 2 号：

24.0cm × 33.2 cm）を同封してください。
3. 請求先（あて先） 

〒 558-8585　大阪市住吉区杉本 3 丁目 3 番 138 号
大阪市立大学　学生支援課入試担当 
電話：06-6605-2141　 FAX：06-6605-2133
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絵はがきになった竣工当時の旧図書館研究室棟と書庫

絵はがきになった竣工当時の閲覧室。二階を回廊がとりまく。これ
らの閲覧机のひとつは、現在、大学史資料室でみることができる

杉本学舎の完成を記念して作成された絵はがき

旧書庫一階。左手の壁面にあるのは書籍用エ
レベータ。右手の扉のなかは更衣室となっていた
が、エレベータが撤去された跡という。サークルボックスは暗

証式キーをそなえる

旧書庫。奥にみえるのは、のちに増築された二
棟の書庫

現在は封鎖されている二階にある研究室のひ
とつ。天井が高い

ふきぬけであった旧閲覧室の二階部分は床を
増設され音楽練習室となるはずだったが、現在
はつかわれていない

旧書庫と増築された書庫とのあいだの空間

バルコニーのひさしの曲線や、各所に配された
丸窓は、1号館とおなじモダニズムの意匠

いまも配架図がのこる旧書庫

秘
密
の
花
園 

―
― 

旧
図
書
館 

―
―

Discovery

　

一
九
一
一
年
、バ
ー
ネ
ッ
ト (Frances Eliza 

Hodgson Burnett, 1849-1924)

が
発
表
し

た
児
童
文
学 T

he Secret G
arden 

は
、両
親
を

コ
レ
ラ
に
う
ば
わ
れ
伯
父
の
家
に
ひ
き
と
ら
れ
た

メ
ア
リ
ー
が
、そ
こ
で
閉
ざ
さ
れ
た
庭
園
を
発
見

し
、ひ
そ
か
に
そ
の
廃
園
を
よ
み
が
え
ら
せ
て
ゆ

く
な
か
で
成
長
し
、ま
た
伯
父
の
心
を
ひ
ら
く
と

い
う
モ
ノ
ガ
タ
リ
で
あ
る
。こ
の
作
品
が
、さ
き
ご

ろ
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
も
な
っ
て
い
た
お
な
じ
作
者

の『
小
公
女
』ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、ひ
と
に
し

ら
れ
る
理
由
の
ひ
と
つ
は
、た
し
か
に
和
訳
題
名

の
お
か
げ
に
相
違
な
い
。

　

こ
の
作
品
を「
秘
密
の
花
園
」と
訳
し
た
の
は
、

明
治
か
ら
戦
後
ま
で
四
十
八
年
の
長
き
に
わ
た

り
刊
行
さ
れ
た
実
業
之
日
本
社
の
名
雑
誌『
少
女

の
友
』の
編
集
者
で
、の
ち
に
第
二
、第
四
代
の
主

筆
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
る
岩
下
小
葉
だ
が—

—

初
版
刊
行
は
一
九
一
七（
大
正
六
）年—

—

、け
だ

し
名
訳
と
い
え
よ
う
。な
に
し
ろ
、そ
の
後
も
、唐

十
郎
の
芝
居
、松
田
聖
子
の
歌
謡
曲
、矢
口
史
靖
の

映
画
、三
浦
し
を
ん
の
小
説
な
ど
の
タ
イ
ト
ル
と

し
て「
引
用
」さ
れ
、い
ま
な
お
そ
の
魅
力
を
う
し

な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。も
ち
ろ
ん
こ
の
原
題

を
忠
実
に
訳
せ
ば「
隠
さ
れ
た
庭
」と
な
り
、そ
こ

に
は「
秘
密
」と
い
う
語
の
神
秘
感
も「
花
園
」と
い

う
語
の
祝
祭
感
も
な
い
の
だ
が
、そ
も
そ
も
、閉
ざ

さ
れ
た
庭
」と
い
う
概
念
そ
の
も
の
が
、秘
密
か
つ

可
能
性
を
秘
め
た
、い
わ
ば「
祝
福
さ
れ
た
ト
ポ

ス
」で
あ
る
こ
と
を
含
意
し
て
い
た
の
だ
。そ
し
て

そ
れ
は
、「
学
園
」と
い
う
語
の
し
め
す
よ
う
に
、ひ

と
つ
の
学
校
な
の
で
あ
り
、成
長
の
場
の
譬
喩（
ひ

ゆ
）で
も
あ
っ
た
。

旧
図
書
館
研
究
室

　

本
館
地
区
北
東
部
に
建
つ
二
階
だ
て
建
築
と
、

そ
の
南
に
隣
接
す
る
五
階
だ
て
の
建
物
は
、こ
の

連
載
第
一
回
目
に
と
り
あ
げ
た
一
号
館
や
、旧
教

養
地
区
に
現
存
す
る
二
号
館
、第
一
体
育
館
な
ど

と
お
な
じ
旧
制
大
阪
商
科
大
学
の
建
物
で
あ
り
、

一
号
館
と
同
時
期
の
第
三
期
工
事
と
し
て
一
九
三

二（
昭
和
七
）年
一
二
月
に
着
工
、一
九
三
四（
昭
和

九
）年
七
月
に
竣
工
し
た
。二
階
だ
て
の
ほ
う
は
、

研
究
室
お
よ
び
吹
き
抜
け
の
開
架
書
庫
と
閲
覧
室

を
そ
な
え
た
図
書
館
研
究
室
棟
で
あ
り
、五
階
だ

て
の
ほ
う
は
閉
架
書
庫
で
あ
る
。書
庫
の
方
は
、そ

の
後
の
蔵
書
数
増
に
対
応
し
て
、南
側
に
増
築
棟

が
建
設
さ
れ
た
。こ
の
施
設
は
、連
載
第
二
回
目
に

と
り
あ
げ
た
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
が
開
館
す

ワシントン椰子が自生する中庭
9
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絵はがきになった竣工当時の旧図書館研究室棟と書庫

絵はがきになった竣工当時の閲覧室。二階を回廊がとりまく。これ
らの閲覧机のひとつは、現在、大学史資料室でみることができる

杉本学舎の完成を記念して作成された絵はがき

旧書庫一階。左手の壁面にあるのは書籍用エ
レベータ。右手の扉のなかは更衣室となっていた
が、エレベータが撤去された跡という。サークルボックスは暗

証式キーをそなえる

旧書庫。奥にみえるのは、のちに増築された二
棟の書庫

現在は封鎖されている二階にある研究室のひ
とつ。天井が高い

ふきぬけであった旧閲覧室の二階部分は床を
増設され音楽練習室となるはずだったが、現在
はつかわれていない

旧書庫と増築された書庫とのあいだの空間

バルコニーのひさしの曲線や、各所に配された
丸窓は、1号館とおなじモダニズムの意匠

いまも配架図がのこる旧書庫
る
一
九
九
六（
平
成
八
）年
ま
で
、大
阪
市
立
大
学

附
属
図
書
館
お
よ
び
書
庫
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
。こ
の
ほ
か
、北
側
に
閲
覧
棟
が
増
設
さ
れ
て
い

た
が
、図
書
館
の
移
転
と
と
も
に
取
り
壊
さ
れ
、現

存
し
な
い—

—

こ
の
と
き
、閲
覧
棟
の
存
在
し
た

本
館
地
区
北
東
角
の
敷
地
が
歩
道
に
転
換
さ
れ
て

い
る—

—

。

現
在

　

学
情
セ
ン
タ
ー
開
館
後
、し
ば
ら
く
閉
ざ
さ
れ

て
い
た
旧
図
書
館
は
、二
〇
〇
三（
平
成
一
五
）年

の
全
学
共
通
教
育
棟
建
設
に
と
も
な
い
、三
号
館

（
旧
制
商
科
大
学
の
高
等
商
業
部
本
館
と
し
て
、

一
九
三
三（
昭
和
八
）年
建
設
）お
よ
び
サ
ー
ク
ル

ボ
ッ
ク
ス
棟（
か
つ
て
の
進
駐
軍
に
よ
る
建
築
物
。

通
称「
ウ
ナ
ギ
の
寝
床
」）が
取
り
壊
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、サ
ー
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
お
よ
び
音
楽
練
習
室

の
代
替
建
物
と
し
て
も
ち
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。現
在
、一
階
の
旧
研
究
室
と
旧
書
庫
の
一
部
は

サ
ー
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
、旧
閲
覧
室
・
開
架
書
庫

は
音
楽
練
習
室
と
し
て
、日
々
学
生
た
ち
の
出
入

り
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

未
来

　

大
阪
市
立
大
学
の
歴
代
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
の

な
か
で
、学
情
セ
ン
タ
ー
候
補
地
の
ほ
か
、さ
ま
ざ

ま
の
建
物
の
候
補
地
と
さ
れ
て
き
た
旧
図
書
館
で

あ
る
が
、来
年
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）年
度
後
期

か
ら
、「
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
、ふ
た

た
び
の
改
装
を
う
け
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、現
在
、全
学
共
通
教
育
棟
の
学
生
支
援
課

と
各
研
究
科
・
学
部
事
務
室
に
分
散
さ
れ
て
い
る

機
能
を
集
約
し
、こ
の
セ
ン
タ
ー
の
み
で
お
お
か

た
の
手
続
き
を
可
能
と
す
る
、い
わ
ゆ
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ･

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
的
と
し
た
業
務

改
編
に
と
も
な
う
も
の
だ
。か
く
し
て
、図
書
館
と

い
う「
記
憶
＝
過
去
」の
集
積
地
と
し
て
出
発
し
た

こ
の
建
物
は
、サ
ー
ク
ル
活
動
と
い
う
「
青
春
＝

現
在
」の
場
を
へ
て
、就
職
支
援
を
は
じ
め
と
す
る

学
生
た
ち
の「
未
来
」を
に
な
う
窓
口
へ
と
転
身
す

る
わ
け
で
あ
る
。

　

現
在
、サ
ー
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
囲
ま
れ
た
旧
図

書
館
研
究
室
棟
の
中
庭
は
、小
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
お

も
む
き
を
呈
し
て
い
る
。だ
が
、こ
の「
閉
ざ
さ
れ

た
庭
」だ
け
で
は
な
く
、こ
の
建
物
全
体
が
、学
生

た
ち
の
成
長
を
た
す
け
、見
ま
も
る
場
と
し
て
の

「
秘
密
の
花
園
」な
の
だ
。

（
文
・
写
真
／
文
学
研
究
科
教
授　

福
島
祥
行
）

― 意外に知らない市大の姿 ―
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ボ
ー
ト
祭
の
今
と
昔

Clubs

り
ま
し
た
が
、「
大
阪

市
立
大
学
の
伝
統
行

事
は
、
や
は
り
大
阪

市
内
で
開
催
し
た
い
」

と
い
う
ボ
ー
ト
祭
関

係
者
の
思
い
が
実
を

結
び
、
１
９
７
９
年
、

第
88
回
大
会
か
ら
は

再
び
大
阪
市
内
（
大

川
）
に
返
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

困
難
と
思
わ
れ
て
い
た
大
阪
市
内
復
帰
を
果
た
し

た
関
係
者
の
喜
び
は
大
き
く
、
特
に
卒
業
生
の
盛
り

上
が
り
は
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。

安
田
博
大
阪
瓦
斯
社
長
を
は
じ
め
、
実
業
界
で
活
躍

し
て
い
た
卒
業
生
の
は
か
ら
い
で
、
大
阪
瓦
斯
や
松

下
電
器
産
業（
当
時
）の
社
員
が
応
援
団
と
し
て
繰
り

出
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ボ
ー
ト
で
つ
な
が
る
市
大
生

　

戦
争
に
よ
る
中
断
や
会
場
の
移
転
と
い
う
数
々
の

困
難
を
乗
り
越
え
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
ボ
ー
ト
祭
。

ボ
ー
ト
祭
参
加
経
験
の
あ
る
卒
業
生
に
ボ
ー
ト
祭
に

つ
い
て
聞
く
と
、「
ボ
ー
ト
を
漕
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、

仮
装
も
し
て
み
ん
な
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
！
他
大

学
に
通
っ
て
い
た
ら
ボ
ー
ト
を
漕
ぐ
機
会
も
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
実
は
卒
業
し
て
か
ら
も
2
回
参
加

し
ま
し
た
」と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。ボ
ー

ト
祭
は
、
在
学
生
は
じ
め
参
加
者
の
結
束
を
強
め
る

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。

1958（昭和33）年

　

ボ
ー
ト
祭
は
明
治
の
大
阪
府
立
商
業
学
校
の
時

代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
連
綿
と
受
け
継
が
れ
、

２
０
１
０
年
に
第
119
回
を
迎
え
る
大
阪
市
立
大
学
の

伝
統
行
事
。
現
在
で
も
大
学
内
外
か
ら
毎
年
約
100
ク

ル
ー
が
参
加
し
、
広
く
市
民
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
「Clubs

」
で
は
、130
周
年
特
別
編
と
し
て
、

ボ
ー
ト
祭
の
「
今
と
昔
」
を
紹
介
し
、
そ
の
魅
力
を

お
伝
え
し
ま
す
。

水
都
大
阪
の
「
絵
巻
物
」

　

ボ
ー
ト
祭
の
歴
史
は
、
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年

6
月
22
日
に
堂
島
川
で
開
催
さ
れ
た
大
阪
府
立
商
業

学
校
の
「
第
1
回
水
上
運
動
会
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

水
都
大
阪
の
名
物
行
事
と
し
て
多
く
の
観
客
を
集
め
、

明
治
か
ら
大
正
中
期
に
か
け
て
は
「
當
日
は
學
校
内

の
各
級
應
援
ば
か
り
で
な
く
、
市
中
一
流
の
大
商
店

が
選
手
を
出
す
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
應
援
を
繰
り
出

し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
旗
指
物
吹
流
し
な
ど
の

物
々
し
さ
、
譬
え
よ
う
も
な
い
盛
況
」だ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
８
９
０
年
代
に
は
校
内
に
５
つ
も
の
ボ
ー
ト
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
ボ
ー
ト
競
技
が
校

内
で
い
か
に
盛
況
で
あ
っ
た
か
が
想
像
で
き
ま
す
。

大
阪
市
内
へ
の
復
帰

　

ボ
ー
ト
祭
は
戦
争
に
よ
る
中
断
を
経
て
、
１
９
４

６
年
に
堂
島
川
で
復
活
。
水
質
汚
濁
や
護
岸
工
事
の

影
響
で
堺
市
の
浜
寺
公
園
で
開
催
さ
れ
た
時
期
も
あ

1914（大正3）年
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2009（平成21）年

ボート祭実行委員のみなさん。左から志賀佳織さん（生活科学部4回生。第
118回ボート祭広報長として各広報物作成を担当。応援団所属）、折茂恭嗣さ
ん（商学部3回生。第118回実行委員、第119回では本部長を務める。ラクロス
部所属）、濱口朋也さん（経済学部4回生。第118回本部長としてボート祭を
統括。合気道部所属）、泉侑樹さん（商学部4回生。第118回企画長としてスケ
ジュール作成と舞台管理、SHK部員として会場放送を担当。SHK放送研究会
所属）

　

こ
こ
か
ら
は
、
第
118
回
（
２
０
０
９
年
）、
119
回

（
２
０
１
０
年
）
ボ
ー
ト
祭
実
行
委
員
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
届
け
し
ま
す
。

―
ま
ず
第
118
回
実
行
委
員
の
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。

運
営
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？

泉　

ボ
ー
ト
祭
当
日
に
雨
が
降
っ
た
こ
と
で
す
。
舞

台
と
会
場
放
送
用
の
機
材
を
雨
か
ら
守
る
た
め
に
会

場
を
走
り
回
っ
て
い
て
、
機
材
は
濡
れ
な
か
っ
た
も

の
の
自
分
は
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
て
ま
し
た
。

濱
口　

雨
は
大
変
や
っ
た
な
ぁ
。
あ
と
去
年
は
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
休
校
の
影
響
で
、
事
前
リ

ハ
ー
サ
ル
が
で
き
な
く
て
。
ぶ
っ
つ
け
本
番
だ
っ
た

の
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
乗

り
切
り
ま
し
た
。

志
賀　

広
報
班
で
は
、
ク
ラ
ブ
や
授
業
の
た
め
に
な

か
な
か
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
れ
ず
、
看
板
作
り
を
少
人

数
で
や
っ
て
い
て
忙
し
か
っ
た
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
も
、

み
ん
な
で
決
め
よ
う
と
思
っ
て
た
の
に
、
結
局
私
が

描
い
た
も
の
が
、
話
し
合
い
を
経
ず
に
採
用
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

濱
口　

み
ん
な
、
ク
ラ
ブ
や
勉
強
で
忙
し
い
中
、
実

行
委
員
を
や
っ
て
る
か
ら
な
ぁ
。
本
部
長
と
し
て
難

し
か
っ
た
の
は
後
輩
の
実
行
委
員
に
ど
う
や
っ
て
仕

事
し
て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
。
実
行
委
員
は
主
に

体
育
会
の
各
ク
ラ
ブ
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
て
、
最
初

は
ほ
ど
ん
ど
知
ら
な
い
者
同
士
。
仕
方
な
く
実
行
委

員
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
何
よ
り
委
員

が
楽
し
く
仕
事
で
き
る
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
が
け
ま

し
た
。

折
茂　

確
か
に
、
僕
も
昨
年
の
最
初
の
う
ち
は
準
備

に
行
く
の
が
嫌
で
し
た
。
で
も
、
み
ん
な
と
仲
良
く

な
れ
て
最
後
に
は
楽
し
い
思
い
出
が
残
っ
た
か
ら
、

今
年
も
ボ
ー
ト
祭
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

―
実
行
委
員
を
経
験
し
て
、
得
た
こ
と
・
良
か
っ
た

こ
と
は
？

志
賀　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
身
に
つ
い
た
こ
と
。
広

報
長
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
た
経
験
は
こ
れ
か

ら
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

泉　

も
と
も
と
は
引
っ
込
み
思
案
だ
っ
た
の
で
す
が
、

人
前
に
立
つ
こ
と
に
慣
れ
た
の
と
、
サ
ー
ク
ル
や
学

部
を
超
え
て
人
脈
が
広
が
っ
た
こ
と
。
ボ
ー
ト
祭
後

は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
友
達
が
か
な
り
増
え
ま
し
た
。

折
茂　

さ
き
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
が
、
実
行
委
員
同

士
が
す
ご
く
仲
良
く
な
れ
た
こ
と
で
す
。

濱
口　

達
成
感
、
こ
れ
に
尽
き
ま
す
。
や
っ
て
る
と

き
は
必
死
で
、
も
の
す
ご
く
し
ん
ど
い
け
ど
、
終
わ

る
頃
に
は
不
思
議
と
ま
た
や
り
た
く
な
っ
て
る
ん
で

す
。

―
折
茂
さ
ん
は
第
119
回
の
本
部
長
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

は
感
じ
ま
す
か
？

折
茂　

は
い
。
先
日
濱
口
さ
ん
か
ら
引
き
継
ぎ
の
資

料
を
受
け
取
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
カ
バ
ン
い
っ

ぱ
い
に
入
っ
て
て
。
そ
の
時
点
で
か
な
り
の
重
圧
を

感
じ
ま
し
た
…

―
最
後
に
、
み
な
さ
ん
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
を
ど
う

ぞ
。

折
茂
　
ボ
ー
ト
祭
で
は
市
大
ボ
ー
ト
部
が
出
場
者
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
で
、
初
心
者
で
も
大
丈
夫
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
新
入
生
も
、
新
入
生
以
外
の

市
大
生
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！

　
ボ
ー
ト
祭
に
熱
い
思
い
を
注
ぐ
実
行
委
員
た
ち
。

彼
ら
が
作
り
上
げ
る
今
年
の
市
大
の
伝
統
行
事
に
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

第 119 回大阪市立大学ボート祭
第 119 回ボート祭は平成 22 年 5 月下旬ごろ、大川

（毛馬桜之宮公園）にて実施します。当日は競技の
ほか、各クラブ・サークルによるステージも予定し
ています。
詳細が決定次第、大学ホームページ（http://www.
osaka-cu.ac.jp）にてお知らせします。
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お
知
ら
せ

Information
　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
第
142
回
市
民
医
学
講
座
「
高
齢
者
の
腰
痛
」

【
講
演
者
】
医
学
研
究
科
教
授　

中
村 

博
亮

【
開
催
日
】
平
成
22
年
5
月
19
日
（
水
）

【
時
間
】
18
時
10
分
～
20
時

【
対
象
】
18
歳
以
上
の
方

【
受
講
料
】無
料　

※
資
料
代
実
費（
希
望
者
の
み
）

【
申
込
締
切
】
平
成
22
年
4
月
26
日
（
月
）

【
会
場
】
医
学
部
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー

【
問
合
先
】
医
学
部
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー

（
電
話
）
０
６
︲
６
６
４
５
︲
２
７
４
２

◆「
文
学
部
を
知
り
た
い
人
の
た
め
の
市
大
授
業
」

（
文
学
部
）

◆「
数
学
や
理
科
の
好
き
な
高
校
生
の
た
め
の
市

大
授
業
」（
理
学
部
）

【
開
催
日
】
4
月
29
日
（
水
・
祝
）

【
時
間
】
13
時
～

【
対
象
】
高
校
生
、
予
備
校
生
等

【
申
込
締
切
】
平
成
22
年
4
月
26
日
（
月
）
17
時

【
会
場
】
大
阪
市
立
大
学
全
学
共
通
教
育
棟

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

（
文
学
部
）
０
６
︲
６
６
０
５
︲
２
３
５
０ 

（
理
学
部
）
０
６
︲
６
６
０
５
︲
２
５
０
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◆
理
事
長
兼
学
長
、
副
学
長
、
研
究
科
長
、
附
属

病
院
長
等
が
決
定

　

理
事
長
兼
学
長
、
副
学
長
、
一
部
研
究
科
長
・

学
部
長
、
附
属
病
院
長
等
を
新
た
に
選
出
し
ま
し

た
。

理
事
長
兼
学
長　

西
澤 

良
記

副
学
長（
教
育
担
当
）　

桐
山 

孝
信

副
学
長（
研
究
担
当
）　

宮
野 

道
雄

経
営
学
研
究
科
長
・
商
学
部
長　

青
山 

和
司

経
済
学
研
究
科
長
・
経
済
学
部
長　

脇
村 

孝
平

法
学
研
究
科
長
・
法
学
部
長　

安
竹 

貴
彦

文
学
研
究
科
長
・
文
学
部
長　

村
田 

正
博
※

理
学
研
究
科
長
・
理
学
部
長　

櫻
木 

弘
之

工
学
研
究
科
長
・
工
学
部
長　

大
嶋 
寛
※

医
学
研
究
科
長
・
医
学
部
長　

石
河 
修

看
護
学
研
究
科
長
・
看
護
学
科
長　

今
中 
基
晴

生
活
科
学
研
究
科
長
・
生
活
科
学
部
長　

多
治
見

左
近

創
造
都
市
研
究
科
長　

中
本 

悟　

教
務
担
当
部
長　

玉
井 

金
五

学
生
担
当
部
長　

三
浦 

克
之

学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長　

橋
本 

秀
樹

医
学
部
附
属
病
院
長　

原 

充
弘
【
再
選
】

※
改
選
な
し

◆
平
成
21
年
度
戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業
「
さ

き
が
け
」
に
本
学
か
ら
2
件
採
択

　
「
さ
き
が
け
」
研
究
は
、
科
学
技
術
振
興
機
構

が
未
来
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
芽
を
育
む
個
人

型
研
究
を
推
進
す
る
た
め
に
実
施
す
る
事
業
で

す
。
本
年
度
は
、
13
の
研
究
領
域
に
対
し
て
１
，

６
８
０
件
の
応
募
が
あ
り
、
163
件
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
学
か
ら
は
経
営
学
研
究
科
の
高
田
輝
子
准
教

授（
研
究
課
題
：
金
融
市
場
に
お
け
る
相
転
移
の
時

空
間
構
造
の
自
動
抽
出
と
予
測
）、
理
学
研
究
科

の
八
ツ
橋
知
幸
准
教
授（
研
究
課
題
：
高
強
度
レ
ー

ザ
ー
に
よ
る
超
多
価
イ
オ
ン
生
成
と
新
規
化
学
反

応
の
開
拓
）
の
研
究
課
題
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
21
年
度
大
学
教
育
・
学
生
支
援
推
進
事
業

【
テ
ー
マ
Ａ
】
大
学
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
経

済
学
部
が
採
択

　

文
部
科
学
省
が
各
大
学
等
に
お
け
る
学
士
力
の

確
保
や
教
育
力
向
上
の
た
め
の
取
組
を
支
援
す
る

た
め
に
実
施
す
る
右
記
事
業
に
経
済
学
部
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
4
年
一
貫
の
演
習
と
論
文
指
導
が
育
む

学
士
力
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
21
年
度
組
織
的
な
若
手
研
究
者
等
海
外
派

遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
本
学
か
ら
2
件
採
択

　

日
本
学
術
振
興
会
が
日
本
の
将
来
を
担
う
優
秀

な
若
手
研
究
者
等
を
海
外
に
派
遣
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
、
本
学
か
ら
文
学
研
究
科
（
国
際
発
信
力
育

成
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
若
手
研
究
者

等
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
理
学
研
究
科
（
数

学
研
究
所
が
リ
ー
ド
す
る
数
学
・
数
理
科
学
の
国

際
的
若
手
研
究
者
の
育
成
）が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
76
機
関
か
ら
184
件
の
申
請
が
あ
り
、
採

択
さ
れ
た
の
は
39
機
関
96
件
で
し
た
。

◆
「
旧
三
商
大
」
3
大
学
間
で
教
育
交
流
に

関
す
る
協
定
を
締
結

　

一
橋
大
学
、神
戸
大
学
及
び
大
阪
市
立
大
学
は
、

平
成
22
年
2
月
1
日
に
、
三
大
学
間
の
交
流
を
よ

り
一
層
発
展
さ
せ
、
三
大
学
の
教
育
、
さ
ら
に
は

学
術
上
の
連
携
・
協
力
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
合
意
し
ま
し
た
。

◆
毎
日
新
聞
大
阪
本
社
か
ら
資
料
の
寄
贈
を
受
け

ま
し
た

　

学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
は
毎
日
新
聞
大
阪
本

社
か
ら
、
左
記
の
資
料
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
資
料
の
利
用
、
公
開
に
つ
い
て
は
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
「
毎
日
新
聞
」
大
阪
版
（「
大
阪
毎
日
新
聞
」）

明
治
23
年
～
昭
和
33
年

・
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
大
正
11
年
（
創
刊
号
）
～

昭
和
36
年

・
「
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
」
昭
和
10
年
～
13
年　

な
ど

◆
南
部
陽
一
郎
名
誉
教
授
が
来
学

　

２
０
０
８
年
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
で
あ

る
南
部
陽
一
郎
名
誉
教
授
が
、
本
学
を
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。
理
学
研
究
科
大
学
院
生
と
の
懇
談
の
の

ち
、
理
学
部
棟
と
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
を
見

学
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
学
理
工
学
部
で
教
授
を

務
め
ら
れ
て
い
た
頃
と
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
違
い
に

驚
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
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ニ
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「
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
」と「
市
民
感
覚
」

法
学
研
究
科
長
・
法
学
部
長
　
　
安
竹
　
貴
彦

The Office
of Dean　

法
学
部
は
一
九
四
九
年
の
新
制
大
阪
市
立
大

学
の
創
立
と
同
時
に
法
文
学
部
と
し
て
発
足
し
、

五
三
年
に
分
離
し
て
法
学
部
と
な
り
ま
し
た
。
法

学
部
と
し
て
は
今
年
で
五
七
年
目
を
迎
え
ま
す
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
本
学
に
入
学
し
た
の
が

一
九
八
二
年
の
こ
と
で
す
か
ら
、
も
う
三
〇
年
弱

を
市
大
法
学
部
で
過
ご
し
た
計
算
に
な
り
ま
す
。

勿
論
、
入
学
時
に
は
こ
の
よ
う
な
境
遇
に
な
ろ
う

と
は
夢
想
だ
に
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
改
め
て

振
り
返
る
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

　

さ
て
、
本
学
部
は
「
豊
か
な
発
信
力
と
法
的
思

考
力
（
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
）
を
持
つ
人
材
養
成

の
た
め
の
充
実
し
た
教
育
・
研
究
」
を
理
念
と
し

て
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン

ド
」
の
定
義
は
か
な
り
難
し
く
、「
論
理
的
思
考
」

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
以
外
に
も
「
批
判
的

精
神
」「
権
利
・
義
務
・
責
任
に
対
す
る
鋭
敏
か

つ
理
性
的
な
対
応
」「
公
平
性
・
公
正
性
へ
の
配

慮
」「
自
分
お
よ
び
他
者
の
尊
重
」
等
々
、
多
様

な
内
容
を
含
ん
で
い
ま
す
し
、「（
こ
れ
ら
を
実
現

す
る
一
手
段
と
し
て
の
）『
法
と
は
何
か
』
を
考

え
続
け
る
こ
と
」
も
こ
れ
に
含
め
て
よ
い
で
し
ょ

う
。
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
裁
判
員
制
度
の
導
入
目

的
の
一
つ
に
、「
市
民
感
覚
・
常
識
の
裁
判
へ
の

反
映
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
て
み

る
と
「
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
」
と
「
市
民
感
覚
や

常
識
」
と
は
、
決
し
て
相
反
す
る
も
の
で
は
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

新
た
な
学
部
教
育

　

こ
の
よ
う
な
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
は
、
か
つ
て

は
各
種
講
義
や
演
習
を
通
じ
、
学
生
が
自
力
で
涵

養
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、「
少
人
数
教
育
」と「
自

主
性
の
尊
重
」を
今
も
特
徴
と
す
る
本
学
部
で
は
、

と
り
わ
け
そ
の
傾
向
が
強
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
意
欲
あ
る
学
生
は
、
伝
統
あ
る
無
料
法

律
相
談
所
（
今
年
で
五
九
年
目
！
）
に
所
属
し
、

市
民
か
ら
の
法
律
相
談
な
ど
を
通
じ
て
自
ら
を
研

鑽
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
こ
れ
ら

に
加
え
、
学
部
全
体
を
通
じ
た
新
た
な
仕
組
み
を

幾
つ
か
設
け
る
こ
と
で
、
学
生
諸
君
の
リ
ー
ガ
ル

マ
イ
ン
ド
涵
養
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
入
学
直
後
に
提
供
さ
れ
る
少
人
数
の

基
礎
演
習
で
は
、
様
々
な
社
会
問
題
を
教
員
と
共

に
多
様
な
視
点
か
ら
批
判
的
に
分
析
し
、
報
告
や

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
通
じ
て
、
そ
れ
を
発
信
す
る
能
力

を
養
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
将
来
設
計

（
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
）
を
見
据
え
た
新
た
な
三

コ
ー
ス
制
（
法
曹
志
望
者
な
ど
が
法
律
基
本
科
目

を
中
心
に
学
ぶ
「
司
法
コ
ー
ス
」・
公
務
員
志
望

者
な
ど
が
法
律
科
目
の
み
な
ら
ず
、
政
策
立
案
能

力
を
育
成
す
る
た
め
に
政
治
・
行
政
学
を
学
ぶ「
行

政
コ
ー
ス
」・
国
際
化
時
代
の
企
業
人
や
マ
ス
コ

ミ
志
望
者
な
ど
が
、
政
治
学
や
国
際
関
係
法
な
ど

幅
広
い
社
会
科
学
的
知
識
を
習
得
す
る
「
企
業
・

国
際
コ
ー
ス
」）
が
発
足
し
、
主
に
二
回
生
か
ら

各
コ
ー
ス
に
適
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
提
示
さ
れ
ま

す
。
更
に
三
回
生
後
期
か
ら
は
、
大
学
院
法
学
政

治
学
専
攻
の
講
義
の
幾
つ
か
に
参
加
が
可
能
と
な

り
、
学
問
の
楽
し
さ
や
厳
し
さ
、
奥
深
さ
の
一
端

を
体
験
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
他
に

も
教
員
に
よ
る
学
習
相
談
や
、
ゼ
ミ
幹
事
会
を
通

じ
た
「
三
商
大
（
市
大
・
神
戸
大
・
一
橋
大
の
旧

三
商
大
）
ゼ
ミ
」
へ
の
参
加
、
懸
賞
論
文
へ
の
応

募
な
ど
、
い
ず
れ
も
学
生
の
自
主
性
を
重
ん
じ
た

様
々
な
試
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
の
大
学
院

　

大
多
数
の
法
学
部
生
は
、企
業
や
公
務
員
な
ど
、

様
々
な
分
野
へ
活
躍
の
場
を
求
め
て
旅
立
っ
て
い

き
ま
す
。
学
部
時
代
に
身
に
つ
け
た
「
リ
ー
ガ
ル

マ
イ
ン
ド
」
は
、
当
初
は
即
効
性
は
お
ろ
か
、
我

が
物
と
し
た
実
感
さ
え
な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。「
こ
の
慌
た
だ
し
く
不
景
気
な
時
代
に
何
を

悠
長
な
」
と
非
難
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

し
か
し
こ
ん
な
時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
必
ず
役
立

つ
日
が
や
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、「
リ
ー

ガ
ル
マ
イ
ン
ド
」
を
も
っ
と
深
く
追
求
し
よ
う
と

す
る
人
に
は
、
二
つ
の
大
学
院
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
つ
は
研
究
者
養
成
を
主
目
的
と
す
る
法

学
政
治
学
専
攻
、
も
う
一
つ
は
法
曹
実
務
家
─
本

学
の
場
合
、と
り
わ
け
「
市
民
の
た
め
の
法
律
家
」

─
の
養
成
を
主
目
的
と
し
て
二
〇
〇
四
年
に
発
足

し
た
法
科
大
学
院
（
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）

で
す
。
マ
ス
コ
ミ
報
道
な
ど
を
通
じ
、
既
に
ご
存

知
か
と
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
道
も
現
在
で
は

険
し
さ
を
増
し
、
将
来
を
約
束
さ
れ
た
も
の
で
は

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
両
専
攻
の
院
生

諸
君
と
も
、
や
は
り
少
人
数
の
利
点
を
最
大
限
に

活
用
し
、
厳
し
く
も
温
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
自

律
的
に
日
々
研
鑽
を
重
ね
て
い
ま
す
。
法
学
・
政

治
学
や
司
法
界
を
担
う
「
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
」

溢
れ
る
人
材
を
絶
え
間
な
く
輩
出
し
続
け
る
事

も
、
わ
れ
わ
れ
の
責
務
で
あ
る
と
痛
切
に
感
じ
て

い
ま
す
。

本
学
部
の
伝
統

　

か
つ
て
駆
出
し
の
教
員
だ
っ
た
頃
、
法
学
部
案

内
の
作
成
を
担
当
し
た
私
は
、
本
学
部
の
伝
統
と

し
て
「
自
由
な
雰
囲
気
を
持
つ
教
員
集
団
、
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
に
富
む
学
生
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
事

務
室
」
と
書
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の
私
の
率

直
な
実
感
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
随
分
時
間
は
経
ち

ま
し
た
が
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
だ
け
は
、
今
も
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
伝
統
は

現
在
も
し
っ
か
り
と
息
づ
い
て
い
ま
す
し
、
大
げ

さ
で
は
な
く
本
学
部
の
生
命
線
で
も
あ
り
、
堅
持

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
一
翼
を
担
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
の
入
学
を
心

か
ら
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

法
学
部
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